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土地に関する認知

アークテリクスは、当社の本社およびデザインセ
ンターが xʷməθkʷəy̓əm、Sḵwx̱wú7mesh および
səl̓ilwətaʔɬ の人々の土地に立地していることを認
識しています。

アー クテリクス の ロ ー カル 製 造 工 場 で あ る
Arc’One は、Qayqayt、kʷikʷəƛ̓əm、Katzie、
Kwantlen、xʷməθkʷəy̓əm、Sḵwx̱wú7mesh、
səlilwətaʔɬ および Sto:lo といったファーストネー
ションが、太古から自らの母国であると宣言した
領土に立地しています。

当社は、私たちが暮らす上で必要な土地や水の管
理や保護において、先住民のイヌイットとメティス
が果たす役割を謙虚に認め、急速に進む気候や
環境の変化に直面する中、先住民の知識の仕組
みやアプローチ、流儀を支援します。
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ポート
私たちの仕事は、常にフィールドでの実体験に基づき、
山々の環境に対応するプロダクトをデザインすることでし
た。今、気候変動について科学が私たちに語りかけてい
ることが、山で顕在化しています。もっと大きな視点で
考え、よりスピーディに行動し、さらにつながりを深める
ことを私たちに求めているのです。

アークテリクスはこれからも、気候変動が自社にとって
最も緊急性の高い環境問題であると捉えていきます。当
社で定めた科学的根拠に基づく目標、そして国連ファッ
ション業界気候行動憲章（FICCA）への変わらぬコミッ
トメントを道標とします。このことは、アパレル業界の他
社と同程度までに、新たな方法で絆の強化を図り、サプ
ライチェーンパートナーとの協力を通じて、当社の影響
力とデザインスキルを最大限に生かしていくことを意味し
ます。



当社について
アークテリクスはカナダのグローバルデザイン企業で、ブリティッシュコロンビア州のコースト山脈
に本拠地を置いており、最先端の機能を盛り込んだ高性能ウェアと装備を専門にしています。そ
の現実に根差したデザインプロセスを通じ、耐久性に優れた他の追随を許さないパフォーマンス
を提供することにこだわっています。課題の解決に重点を置き、常に進化を求め、環境に優しく、
二酸化炭素の排出に依存しないビジネスモデルを通じて、ミニマリスト デザインの製品をお届け
できるよう、改善方法を模索し続けています。

本レポートについて
本レポートは、当社の年次気候変動レポートの第 3 弾で、2021 年における当社の世界中の事業
活動をカバーしたものです。過去一年間にわたって、当社ではデータ精度の向上に向けた対策を
講じることで、当社のブランドレベルでの二酸化炭素排出量において、PwC より外部限定保証を
受けました（報告全文は 15 ページを参照）。当社の排出量のデータは、排出量の年次レポート
および親会社である Amer Sports の CDP レスポンスを含めた開示情報でも公表しています。ご質
問やフィードバックは、media@arcteryx.com までお気軽にお寄せください。
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リーダーシップ メッセージ
アークテリクスのデザインが見据えるのは山岳アスリート。切り立った岩肌を登り、高い標高のロッキー
なトレイルを走り、または一面の雪化粧をまとったバックカントリーの奥へと向かう人がターゲットです。
私たちは、自らの存在そのもの、そしてその存在意義が、私たちが住むこの地球が持つ雄大な自然
資源を守り、維持する力にかかっていることを理解しています。
2020 年に、当社は気候変動に関する目標を設定しました。温室効果ガス（GHG）を削減し、私たち
の地球を守るための大胆な科学的根拠に基づく目標（SBTs）を明示したのです。チームの情熱に後
押しされ、当社は困難に向かって立ち上がり、変革に向けて邁進し始めたのです。2021 年はその初
期に講じた施策が実を結び始めました。それにつれて利益の成長と排出量の増加が切り離され始め、
アウトドア業界全体でチェンジメーカーと歩調を合わせる動きが始まり、当社のビジネス領域全体で
の排出量削減について、実行可能な施策が特定されていったのです。
当社のスコープ 3（当社のバリューチェーン）における SBT は原単位目標となります。つまり、当社
のバリューチェーンにおける、利益 1 ドルあたりの排出量の削減に向けて対策を講じていくことになる
のです。当社のここ数年のビジネスは、2020 年に目標を設定した当時の予想を超えて成長しています。
つまり利益も予想値よりも高く、それにより設定した原単位目標の達成に非常に近づくことになったの
です。この成長の加速により、目標の再設定が必要になりました。目標をここまで早期に達成できた
のには、利益の成長も確かに要因のひとつではありますが、2018 年をベースラインにした見積もり
が控えめであったことや、データ精度の改善なども影響している可能性があります。当社は、目標を
より意欲的なものに改訂し、地球が求めている変化を加速させることにコミットします。
2021 年は、地球規模でサプライチェーン問題がビジネスに立ちはだかりました。アークテリクスも例
外ではありません。しかし、この問題は一方で新しい働き方について検討し考えるきっかけともなった
のです。私たちはサーキュラリティへの取り組みを更に加速させました。最初の ReBIRD ™サービスセ
ンターを立ち上げ、当社の製品やウェアを長寿命化し、廃棄されるまでの年数を延ばしたのです。また、
お客様も責任を持って、個人レベルで地球への影響力を行使できるようになりました。国連ファッショ
ン業界気候行動憲章の 171 のパートナーに参画し、気候変動対策への目標をレベルアップ。Clean 
Energy Investment Accelerator （CEIA）のベトナムでのパイロットプログラムとの提携に再投資し、
新たなサプライヤーと共に、同国での太陽光電力への移行をサポートする取り組みの第 2 弾をスター
トさせました。
これは始まりにすぎません。これからも、アークテリクスでは、持続可能性やサーキュラリティの未来
を築いていきます。その未来がすべての経営判断の土台となり、持続可能性やサーキュラリティの目
標がコアビジネスと不可分になるように。
すでに目標のいくつかは達成目前です。しかし、そこで足を止めることはありません。現在さらに意欲
的な目標を検討中で、皆様にお知らせするのを楽しみにしています。共に、より良い方法で未来を作っ
ていきましょう。
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気 候 問 題 へ のコ
ミットメント
国連ファッション業界気候行動憲章（FICCA）は、2018年に、国連気候変動枠組条約のもと、ファッ
ションのステークホルダーによって策定されたビジョンです。2050年までにネットゼロを達成する
ことを目標としたもので、2021年 11月に英国のグラスゴーで開催された COP26において更新
されました。

アークテリクスは本アクションプランに早い段階で調印。2021 年にはアウトドア業界で調印
した他社と共に、ファッションセクターの気候目標の達成に貢献するべく、取り組みのレベ
ルを深めました。

以下に掲げる分野におけるアクションのロードマップは、2022 年に正式決定され、目標の履行を
サポートし、当社のサプライチェーンの効率を改善し、使用している原料の環境へのインパクトを
大幅に削減することになります。また当社が二酸化炭素の排出にそれほど依存しない新たなビジ
ネスモデルの開発や着手、実証にも寄与することになります。

• エネルギー効率の向上（自社保有の事業活
動 – スコープ 1 および 2、バリューチェーン – 
スコープ 3）

• 100% 再生可能エネルギーの確保 

• 環境に優しく、気候に与える影響が少ない原
料の調達

• 科学的根拠に基づく目標の設定に向けて、サ
プライヤーへの関与を深め、インセンティブ
を付与

• サプライチェーンにおける石炭火力の段階的
廃止

• 参加型の企業気候方針プランの作成と導入 

• 業界のパートナーと協力して、システムやサ
プライチェーンの移行、文化の変化や意味の
ある変化を提唱

• 物流サービスの提供者と共に、排出量ゼロ
に向けて移行（自社保有および契約ベース
の輸送）

• 社外への広報を強化し、気候関連の問題を
世間に発信することで、消費者の態度や行
動の変容への意欲を喚起 
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2030年に向けた目標
この目標は、バンクーバー本社とカナダ国内の製造
施設、世界中の販売店にフォーカスしたものです（い
わゆるスコープ 1 およびスコープ 2 の排出量）。こう
した排出量は、当社の二酸化炭素総排出量のごく一
部に過ぎないものの（2021 年で 3% 未満）、その削
減を実現していくことが、当社の気候危機に向けた総
合的な対応において、重要な意味を持つと考えてい
ます。

これは、すべての利益に紐づいている炭素排出を削
減することを意味します。原料、製品、製造施設、
工場、配送、流通、移動における二酸化炭素排出を
考慮しなければなりません。スコープ 3 の排出量削
減が、2021 年の二酸化炭素総排出量の合計におい
て最大シェアを占めています（約 97%）。これは当社
が他社と関係を構築し、協力する能力と切り離すこと
はできませんでした。

65% 
温室効果ガス（GHG）の自社保有の事業
活動での排出量を 65% 削減（基準年の
2018 年比）

65% 
スコープ 3 の温室効果ガス排出量原単位を
65% 削減（基準年の 2018 年比）
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コミュニティにお
ける気候問題
自然とつながる時、我々は深いところで一体感を感じます。自然の中
で過ごす時間は、私たちを幸せに、健康に、そしてクリエイティブにし
てくれます。エネルギーが満ちてきて、慣れ親しみ大切にしている、守
るべき存在に気づかせてもらえるのです。

コミュニティとの協力を推進
グローバルレベルでは、コミュニティ主導の団体や個人が目覚ましい力
で、自然への公平なアクセスや気候変動への耐性に優れた未来に向け
たムーブメントをけん引しています。当社は、こうしたコミュニティリー
ダーとパートナーシップを模索し、ムーブメントのニーズに耳を傾け、
当社が保有するリソースを活用して支援を提供していきます。資金の投
入、自社のネットワークとのつながりの促進、イベントの主催、当社の
プラットフォームを使ったストーリーテリングなど、やれることは多くあ
ります。2021 年、アークテリクスは 100 万ドルの支援を、自然への公
平なアクセスや気候変動への耐性に優れた未来に向けたムーブメント
に拠出しました。

その一環として、アークテリクスは和解の原則に従い、その地にある
こと、そして自然とつながることの意味を理解するよう努めていきます。
ファーストネーション、部族の共同体、先住民の知識保持者、考え抜
かれた意味のある方法で、人々と自然をつないでいる先住民の団体と
の関係を築いていくことに尽力していきます。

気候変動への耐性に優れた未来は、一人の力では達成することができ
ません。コミュニティリーダーや先住民の知識保持者、政府などを巻き
込んだ、信頼性を背景にした深い関係性を築き上げることが必要です。
こうした関係構築を 2022 年以降も積み重ねていきます。
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業界における活動
システムやサプライチェーンを生命の繁栄に寄与する
ものに変化させる上で、求められている規模や速度
で物事をたった一人で進めることはできません。当社
は、自社のプラットフォーム、影響力、発言力を提
供することで、気候変動に利する文化の変容を促進。
同じ考えの人や団体を育て、以下の業界パートナー
の試みを支援していきます。

アウトドア産業協会（OIA）– アークテリクスは、OIA
のクライメート・アクション・コ ープス（Climate 
Action Corps）の創設メンバーです。創設は 2020 年。
業界で一致団結して、科学に基づいた温室効果ガス
の排出量の削減を主導していく、業界の協働モデルと
してスタートしました。クライメート・アクション・コー
プスは、2030 年までに世界で初めてのクライメート
ポジティブな業界となることを目指してます。メンバー
は科学的根拠に基づいた温室効果ガス排出量の削減
目標にコミットし、自らが排出する温室効果ガス以上
の削減に取り組み、より大局的な見地からの体制変
化へつなげていきます。

Science Based Targets initiative（SBTi）– CDP、
国連グローバル・コンパクト、世界資源研究所、お
よび世界自然保護基金（WWF）の提携により、世
界の気温上昇を産業革命前の 2°C 未満に抑え、さら
に上昇幅を 1.5°C に制限する努力を模索するために、
企業が行うべき取り組みがより明確に示されました。

国連ファッション業界気候行動憲章（FICCA）– パリ
協定の全体的な目標を満たすために、2018 年にファッ
ションのステークホルダーによって策定されました。
この枠組みは世界の平均気温の上昇を、産業革命前
に比べて 1.5°C に抑えるためのガイドです。FICCA は、
ファッション業界の全ての企業に対して、規模や地域
にかかわらず、組織全体の変革、低炭素ソリューショ
ンの拡大、対応策の推進を求めています。

Clean Energy Investment Accelerator（CEIA）– ア
ロトロープ・パートナーズ（Allotrope Partners）と
世界資源研究所（WRI）、国立再生可能エネルギー
研究所（NREL）が共同で主導し、米国およびドイ
ツ政府、P4G、他のパートナーのサポートを得て、
CEIA は、クリーンエネルギーの新興市場での展開を
拡大する民間セクターにおける需要の獲得に努めて
います。アークテリクスは、他のアパレル企業 5 社と
ベンダー 2 社ともに、パイロットプログラム（2019
年～ 2021 年）に参加しました。このプロジェクト
は、屋上太陽光発電システムの設置を進めています。
2021 年には、屋上太陽光発電ソリューションの RFP
に参加する企業を 2 ～ 3 社加えた第 2 弾の取り組み
に、25,000 米ドルを拠出しました。
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気候変動対策のハイ
ライト
気候変動に対する意識の向上により、お客様、業界、従業員、そしてグローバルコミュ
ニティの危機感も高まってきています。アークテリクスにさらにスピーディに対応するよう
求めているのです。2021年、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミック
に起因する物流やサプライチェーンの問題が生じる中、事業の一部で改善が見られまし
た。当社の気候戦略は 4つの主要エリアに焦点を当てています。再生可能エネルギー、
エネルギー効率、循環型経済、そして持続可能な製品です。

再生可能エネルギー
スコープ 3 の排出量は当社のフットプリン
トの 95% 以上、完成品（ティア 1）を製
造する施設が全体の 1/4 に占めています。
従って、当社のサプライヤーとパートナー
として進めていくことが、完成品のサプラ
イヤーにおいて、2025 年までに 100% 再
生可能エネルギーに転換する目標を達成
する上で、喫緊の課題となっているのです。
26 のティア 1 サプライヤーのうち、4 社が
再生可能エネルギーを導入済み。さらに 
2 社が、ベトナムでの CEIA の再生エネル
ギー調達プロジェクトの一環として、太陽
光電力の調達を検討しています。

当社が自社製品を製造する 10 のサプライ
チェーンの地域に関して、当該地域におけ
る再生エネルギーの調達に関するマーケッ
トの準備状況に関する分析を終えました。
このデータを活用して、2022 年はサプラ
イチェーンパートナーとともに、再生エネ
ルギーへの移行計画を作成します。これ
は物理的な導入と再生可能エネルギー証書

（RECs）の取得の両面から検討します。

当社が直接保有する事業全体で、アーク
テリクスは 2021 年に約 9,000 メガワット
時の電 力を購 入しました。2020 年と同
様、この電 力 は、 再 生 可 能エネルギー
証 書（RECs） の購 入および返 納を通し
て、100% 再生可能資源に遡ることが可能 
です。

100% 
購入した電力は、100% 再生可
能資源に遡ることが可能です。
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循環経済
2021 年 5 月に、当社は ReBIRD ™を発表。これは、お手入れと修理、再販とアップサイクルまでを網羅する
取り組みの中心です。ReBIRD ™はデザインの力で循環を促す仕組み。捨てるものが何もない、あるべき未来
に向けた取り組みです。ReBIRD ™は 3 つのプログラムで構成されています。

ReCARE ™  – アークテリクスの保証プログラムを拡大
した ReCARE ™は、お手入れと修理が持つ力を、サ
ポート、サービス、啓蒙を通じて呼び覚まします。
2021 年の 11 月に、ニューヨーク・ブロードウェイ店
内に ReBIRD ™初のサービスセンターを開設。そこで
は、製品の検品、エキスパートによる修理、ハンズオ
ンでの製品のお手入れと教育の実施に加えて、厳選
した中古ギアの販売を行っています。ReCARE ™とい
う柱をさらに育てるためにも、ReBIRD ™サービスセ
ンターを世界的に拡大していきます。2022 年 6 月の
トロントを皮切りに、バンクーバー、ボールダー、東京、
北京に展開されました。

ReCARE ™プログラムの改善を進めるため、2021 年
に地域単位で完全な修理を提供できるよう、パート
ナーのトレーニングや修理ハブを設置する計画を開始
しました。これにより、国境を超えての輸送の削減や、
修理に関する物流管理の効率化につながります。

ReGEAR ™  – アークテリクス公式の買い取り、および
中古ギアプログラムは当初は 2019 年に北米でスター
トしました。製品をいつまでも活躍させるこのプログ
ラムは、ギアのクリーニング、改修により、定評のあ
る機能性を蘇らせるものです。2020 年にプログラム
の規模は倍になり、運営効率を高め、2021 年に専
門チームを立ち上げたことにより、プログラムの規模
はさらに拡大しました。

ReGEAR ™のプラットフォームは、広範囲におよぶダ
メージがある製品など、複雑な修理も行います。ギ
アは細心の注意を払って分解され、製造の過程で発
生した切れ端を活用して、定評のあるアークテリクス
の機能性を復元するのです。こうしてアップデートさ
れてアイテムは、新品の状態と同じ機能性があります。
一方、他にはないカラーブロックは、辿ってきた冒険
のストーリーを年輪のように伝えます。豊かな過去を
感じさせる、世界に一枚だけのアイテムに興味がある
お客様にとっては魅力に溢れており、一方でサーキュ
ラリティ（循環）もサポートすることになるのです。

ReCUT ™  – アークテリクスの ReCUT ™アップサイクル
プログラムは、社内のデザインテストやワークショップ
を通じた学びを広げていきたいという願いから生まれ
ました。こうした学びは、機能を回復する修理は到底
できないポストコンシューマー素材を、何か別のもの
に一新するなど、どう活用するのが最善かを伝えるも
のです。完全にアップサイクルされた製品を発売した
のは 2021 年。理想的な機能は復元できない保証付
きのギアを使用して作った、ビスポークの ReBIRD ™
トートでした。この初回作は 1 週間も経たないうちに
完売しました。もっと最近では、ReBIRD ™チョークバッ
グのシリーズを発表しています。このアップサイクルデ
ザインは今後も継続し、2022 年 11 月に新作の投入
が予定されています。

 +269%
下取りアイテム数前年比

4,882 kg
転用した廃棄物の総重量

58,694 kg CO2 
総二酸化炭素削減量
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製品デザイン
削減に向けた道のりには、すべてのステップにお
いてコラボレーションや組織を超えた関与が求め
られるでしょう。各チームは、より低炭素な素材
開発から、より効率的な製造工程に至るまで、アー
クテリクスの全製品にわたってイノベーションを追
求していきます。

一例をあげるならば、高性能のアグリウム フーディ
でしょう。2021 年秋に発売されたこのジャケット
は、耐久性や品質で一切妥協することなくサステ
ナブルな特性を持たせました。

ドープ染色
ドープ染色を施したアウター素材は、従来のジェット染色と
比べ、エネルギー効率を高め、深みのある鮮やかな色彩を
実現しています。

FCO DWR
FCO DWR 加工により、耐久撥水を実現。有害なフッ素やフ
ルオロカーボンケミカルを使用しておらず、BLUESIGN の認
証を受けています。

850 フィル
850 フィルのヨーロピアンホワイトグースダウンは、動物を
不当な飼育から保護するレスポンシブルダウンスタンダー
ド（RDS）の認証を受けて製造されたダウンを使用してい 
ます。

役割を終えた完成品から作られた ReBIRD ™
トートとポーチは、機能的で高品質、なおか
つ低炭素な製品を実現する製品デザインの
好例と言えます。このパイロット生産された
アップサイクルトートとポーチは、お客様に
高い評価をいただきました。これにより、当
社のこの分野におけるビジネスを拡大、合理
化していく上で、綿密な計画とより焦点を明
確にした努力が必要であるという考えを新た
にしています。

植物由来のライナーには、ひまし油を

60%
使用しており、化石燃料への依存を 
低減しました。
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エネルギー効率
北バンクーバーのアークテリクス本社とデザイ
ンセンターから車でほど近いニューウエストミ
ンスターに位置する Arc’One。当社はここでデ
ザインテストを行い、自社のコンセプトとの整
合性をチェックし、アークテリクス製品を進化
させ続けています。デザインセンターの近くに
製造施設を置くことで、当社が何をどのように
作るべきか、実践的な知識を得ることができま
す。そうすることで、アークテリクスはハイレベ
ルな改革を進めることができるのです。

2021 年 は、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症
（COVID-19）のパンデミックに起因する低迷
や閉鎖を経験することにはなりましたが、その
時間を有効に使い、Arc’One の製造施設の効
率化や廃棄物の削減につながるソリューション
を生み出して、この苦境を切り抜けました。

廃棄物の削減に向けた取り組みは、自社の従
業員の内なる情熱、才能から生まれたもので
す。これが原動力になって、原料や完成品、
時には備品までを駆使したリメイクやリユー
ス、新たな視点で再考へと駆り立てられてい
きました。

廃 棄 され る 素 材 は 2020 年 比 で 50% 削 減。
2022 年はこれをさらに半減させることを目標
にしています。

Arc’Oneの排出量削減に向けた活動
• 照明を 100%LED に移行することにより、白

熱電球に比べて 90% 以上の効率化を実現

• フォークリフトの充電ステーションを、より効
率的で消費電力の少ない 208V ユニットのも
のにアップグレード

• ガソリン駆動の設備を、バッテリーと電気で
駆動するものに移行

• スペースの再配置と変更により、エネルギー
の経済効率を悪化させ得る大きなスペース
や、追加スペース、個別スペースを設ける必
要性を軽減

• 2021 年に行った倉庫や工場の評価により、ス
テーション間の移動効率が改善

• 社内のグリーンチームの規模を拡大し、その
主な役割である Arc’One 従業員のオフィス内
の取り組みへのエンゲージメントを高め、現
在進行中のプロジェクトへの関心を向上

• 自転車用ラックを増設し、シャトルバスの運
行頻度を増加し、従業員の低炭素な通勤手
段の利用を奨励

40% 

2020 年

61% 

2021 年

2022 年の目標：
88% 

廃棄物の88% をリユース、
またはリサイクル
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データの整合性と改善状況

2021 年に、組織を横断したデータマッピン
グと改善プランを作成し実行に移しました。
これにより、当社の二酸化炭素排出量を計
算するのに使用する 1 次データが大幅に増
加したのです。2021 年のスコープ 3 排出量
の 58% がこの 1 次データソースを活用して
います。



科学的根拠に基づく目標に
対する 2021 年の実績
スコープ 1および 2 
左のグラフにあるように、当社はスコープ 1 および 2
の削減目標達成の目前に近づきました。65% の目標
に向けて前進はしたものの、引き続きデータの精度
や整合性の改善に注力して、取り組みの進展を正確
に評価できるよう努めます。

2020 年に初めて再生可能エネルギー証書（RECs）
を購入しましたが、これは 2021 年も継続しています。

これにより、購入している電力はすべて再生可能エネ
ルギーとなり、当社のスコープ 2 削減量をゼロにでき
るのです。

2021 年は社内資源をデータ精度の向上に集中させま
した。スコープ 1 では、より多くの自社ビルについて、
エネルギー消費の 1 次データにアクセスできるように
することが最優先課題の一つとなっているのです。

中国、マカオ、香港、日本、オーストラリアの電力消
費を見積もる際に使用する変換係数には、暖房が含
まれています。従って、2021 年のこれらの国々の電
力消費の見積もりには天然ガスが含まれません。こ
の仮説はその前年にも遡及して適用されるので、年
ごとの数字は比較することができません。

スコープ 3 
2021 年は、2020 年のパンデミックのシャットダウン
からの良い意味でのリバウンドもあり、製造のカテゴ
リー（ティア 1 サプライヤー）、物流（インバウンド輸
送）、出張において絶対排出量の増加が見られました。

2021 年は、排出量と利益を切り離すことについても
大きな進展が見られ、これにより、2030 年までに排
出量原単位を 65% 削減する目標にも近づくことがで
きました。この目標への急速な進捗は予想外のこと
で、2021 年に私たちのコミュニティが、どれだけ目
的や製品ときちんと向き合ってきたかの証でしょう。

しかし、まだこれは初めの一歩でしかなく、さらなる
努力を積み重ねることができると認識しています。今
こそ、より意欲的にこのチャレンジに真っ向から挑む
ときです。次に焦点を当てるべきは、排出量削減目
標、そしてその計測方法を改めて見直すこと。そし
て、それにより当社が立てた科学的根拠に基づく目標
と、排出量実質ゼロという大望との整合性を図ること 
です。

目標

スコープ 3 排出量原単位 
（tCO2e/EURm）

スコープ 1 および 2（tCO2e）

実績 対 科学的根拠に基づく目標

2021 年 対 2018 年
-61% （スコープ 1 および 2）
-62% （スコープ 3 排出量原単位）

2030 年目標 対 2018 年
-65%

2018 年 2020 年 2022 年 2024 年 2026 年 2028 年 2030 年
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スコープ 1および 2は、バンクーバー本社、カナダ国内の製造施設、世界中の販売店を含む、
自社所有施設での工程からの直接的な排出量を指します。

スコープ 3は、原料、製品、製造施設、工場、配送、流通、移動など、すべての上流段
階における二酸化炭素排出を指します。



温室効果ガスに関するレ
ポート
温室効果ガス（GHG）排出量の概要は、2021年 12月 31日期の「温室効果ガスプロトコル – 事業
者の排出量算定報告基準（改訂版）」の指針と要件に基づいて作成されています。
報告範囲については、経営支配力基準を使用して決定しました。スコープ 1 および 2 は、二酸化炭素

（CO2）、メタン（CH4）、亜酸化窒素（N2O）の排出を含めなければなりません。これは、保有するす
べての事業活動が対象です。つまり、バンクーバー本社、カナダ国内の製造施設、世界中の販売店に
加えて、リースしている車輛や冷房設備などで消費した熱や電力が対象となります。スコープ 1 および
2 の排出量は、マーケット基準で算出、報告しています。

スコープ 3 の境界に属する排出量カテゴリーは以下の通りです。
• 購入した物品およびサービス（完成品、原料を含む）
• 資本財（機械および IT 機器）
• スコープ 1 とスコープ 2 に含まれない燃料およびエネルギー関連の活動
• 上流工程の輸送および流通
• 事業活動に伴って排出される廃棄物
• 出張および従業員の通勤
温室効果ガス削減の概要（tCo2e）
スコープ 2018年 2019年 2020年 2021年

スコープ 1* 1,189.6 1,105.4 1,066.0 1,073.4

スコープ 2（ロケーション基準） 1,577.3 1,932.9 2,671.7 3,128.4

スコープ 2（マーケット基準） 1,577.3 1,932.9 0 0

スコープ 3 62,543.1 72,284.0  38,403.6^ 46,063.9

^ 2020 年のティア 2 サプライヤーの排出量データは、より正確な 1 次データに基づいて再計算されています。

* 中国、マカオ、香港、日本、オーストラリアの電力消費を見積もる際に使用する変換係数には、暖房が含まれています。従って、
2021 年のこれらの国々の電力消費の見積もりには天然ガスが含まれません。この仮説はその前年にも遡及して適用されるので、年
ごとの数字は比較することができません。

スコープ 3の排出量内訳

3.4 上流工程の輸
送および流通
19.4%

3.1 購 入した物 品
およびサービス

74.4%

3.7 社員の通勤
2.1%

温室効果ガス（GHG）プロトコルの区分
% CT排出量
（tCO2e）

3.1 購入した物品およびサービス 74.41%

3.4 上流工程の輸送および流通 19.37%

3.7 社員の通勤 2.08%

3.6 出張 1.60%

3.5 事業活動に伴って排出される廃棄物 1.31%

3.3 スコープ 1 とスコープ 2 に含まれない燃料およびエネルギー関連の活動 0.65%

3.2 資本財 0.57%
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視点 方法論と仮説

スコープ 1 車両燃料 燃料消費量は、カナダのブリティッシュコロンビア州バンクーバーの月間平均価格をもとに、支出データを使って計算しています。リース車両の走
行距離は、ブリティッシュコロンビア州の住民の平均走行距離をもとに概算値を求めています。

冷媒 カナダの主要事業については、保守サービス業者が漏洩修理の出張報告書を提出。販売店については、各ユニットタイプと IPCC ガイドラインに
定めた漏洩率である 10% をもとに、控えめな仮説に基づいて概算値を求めています。

天然ガス 電力および天然ガスの消費量は請求書をもとに算出。ただし販売店は例外です。販売店では、フロア面積と、外部のサステナビリティソフトウェア
プロバイダーを通じて採用した原単位測定値を使って概算値を求めています。以下の国々で採用している電力の原単位変換係数には、暖房が含
まれています。したがって概算値に天然ガスが含まれません。中国、マカオ、香港、日本、オーストラリア スコープ 2 電力

スコープ 3 購入した物品およびサービス（完成品、製品原
材料）

ティア 1 およびティア 2 サプライヤーの排出量は、Higg 施設・工場環境モジュール（FEM）のデータベースを経由し、アークテリクスに属する製
品のボリュームに応じて配分を行っています。

購入した物品およびサービス（原料） ティア 3 およびティア 4 の排出量は、素材の総重量を計算し、該当する Higg Materials Sustainability Index（MSI）の地球温暖化係数（GWP）
の中間点を採用しています。フットウェアは、ティア 2 からティア 4 の計算には含めていません。計算時点で、Higg インデックス（MSI）に必要な
地球温暖化係数（GWP）がなかったためです。

資本財（機械および IT 機器） 支出データを用いて排出量を計算しています。これには、英国のビジネス・エネルギー・産業戦略省（BEIS）から入手した業界平均の変換係数
を適用しました。

スコープ 1 とスコープ 2 に含まれない燃料およ
びエネルギー関連の活動

上流工程の排出量は、外部のサステナビリティソフトウェアプロバイダーを通じて入手した適切な排出係数を、スコープ 1 および 2 排出量に適用し
て計算しています。

上流工程の輸送および流通（インバウンドおよ
びアウトバウンド貨物）

主要な 3 つの輸送方法（航空、海上、陸上）について、製品の総重量と総移動距離（トン / キロメートル）を発注書から算出しました。ビジネス・
エネルギー・産業戦略省（BEIS）の適切な排出係数を適用しています。

上流工程の輸送および流通（Arc’One 以外の流
通センター）

アークテリクスが直接管理していない、共有の倉庫や流通センターの排出量の割合については、Amer Sports が計算しています。

事業活動に伴って排出される廃棄物 廃棄物処理業者が重量報告を作成。ビジネス・エネルギー・産業戦略省（BEIS）の排出係数を適用して算出しています。販売店については、人
数（フルタイム換算）と外部のサステナビリティソフトウェアプロバイダーから入手した廃棄物発生量原単位を用いて算出しています。

出張および従業員の通勤 出張の一部は外部のソフトウェア企業を通じて手配をしており、この企業が年次の排出量レポートを提供してくれます。これ以外の部分は内部の支
出レポートを使用しており、これには外部のサステナビリティソフトウェアプロバイダーを通じて入手した排出係数を適用しています。通勤手段や通
勤距離に関するデータセットを確立するため、通勤者へのアンケートを実施。これを全従業員の推計に利用しました。
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地球温暖化ガス排出量（スコープ 1、2、3）に関する独立検証者の限定保証報告書
Amer Sports Canada Inc. の一部門である Arc’teryx Equipment の役員の皆様へ

2021 年 12 月 31 日期の年度に、Amer Sports Canada Inc. の一部門である Arc'teryx Equipment の以下の測定方法に関する限定保証業務（主
題）を実施。アークテリクスのウェブサイトにホストしている、アークテリクスの 2021 年気候変動レポート内に掲示しました 1：

温室効果ガス排出量 – 直接排出（スコープ 1）（tCO2e）2021 年 12 月 31 日期		  1,073

温室効果ガス排出量 – 間接排出（スコープ 2）（tCO2e）（マーケット基準での算出）2021 年 12 月 31 日期	 —

温室効果ガス排出量 – 間接排出（スコープ 3）（tCO2e）2021 年 12 月 31 日期	 46,064

経営層の責任
温室効果ガスプロトコルに基づく、主題に関する経営層の責任：「事業者の排出量算定報告基準（温室効果ガスプロトコル）」および社内で
つくられた経営陣の管理基準（適用基準）。経営層は、主題の整備に必要であると判断した内部管理についても責任を負い、その原因が不
正か過失かを問わず、重要な虚偽記載を防止しなければなりません。

弊社の責任
弊社の責任は、主題に関する限定保証の結論を、弊社が入手した証拠をもとに表明することにあります。弊社は自社の限定保証業務を、カ
ナダ保証業務基準（CSAE）第 3410 号「温室効果ガス報告に対する保証業務（CSAE 第 3410 号）」に基づいて実施しています。この基準では、
主題に重要な虚偽記載がないことについての限定保証を付与するために、当該業務を計画・実施することを求めています。

限定保証業務では、各種手続き（主に経営層や社内他部門に対して、必要に応じて分析的手続きを適用して質問すること）および入手した
証拠の評価が実施されます。虚偽記載は不正または過失により発生し、個別にまたは集計的に弊社レポートがユーザーの判断に影響を及ぼ
すものと考え得る合理的な影響があれば、重要なものとみなされます。手続きは弊社の職業的専門家としての判断に基づき選択されます。
これには、主題を適切な基準に従って準備したにも関わらず、重要な虚偽記載のリスクが、不正か過失かを問わず、発生しやすいエリアを特
定することが含まれます。

当該業務には、例として、以下の手続きの実施が含まれます。
• 主題についての識別、管理、報告に関わる、全体的なガバナンスおよび社内的な管理手順を理解するために行う経営層への質問

• 主題についての分析的レビューと傾向分析の実施

• 少量のサンプルで、主題の基礎資料についてのテストを実施

限定保証業務で実施する手続きは、合理的保証業務に対する手続きと比べて、その種類と実施の時期が異なり、その実施範囲は狭くなります。
その結果、弊社が実施した限定保証業務でえた保証の水準は、合理的な保証業務を実施した場合に得られる保証水準に比べて低いものとな
ります。

弊社の独立性と品質管理
弊社は、誠実性、客観性、職業的専門家としての能力と正当な注意、守秘義務および職業的専門家としての行動に関する基本原則に基づき、
保証業務に関する職業会計士による会計監査に関わる職業倫理 / 倫理規定の適用規定を遵守して本資料を作成しました。

弊社は、カナダ品質管理基準第 1 号、「財務諸表の監査およびレビュー並びにその他の保証を行う事務所の品質管理」に準拠しており、従っ
て、倫理規定、職業専門家としての基準および適用される法令等の要求事項に関して、文書化した方針と手続きを含む、包括的な品質管理
のシステムを保持しています。

固有の不確実性 

温室効果ガスの定量化には、様々なガスの排出量の結合に際して必要な排出係数の決定に関する科学的知識が確立していないことにより、
固有の不確実性が伴います。各種の測定技術の正確性にも、差異がある可能性があります。

結論
弊社が実施した手続きおよび入手した証拠に基づき、アークテリクスが 2021 年 12 月 31 日期に本レポートに記載した内容は、すべての重要
な点において、適用基準に従って作成されていないと信じ得る事項は認められませんでした。

報告の目的と、当社レポートの配布および利用の制限
主題は、アークテリクスの経営層に、同社のスコープ 1、2、3 各段階の温室効果ガス排出量のパフォーマンスの査定結果を、報告、支援
する際に適用される基準に従って作成されています。従って、主題を他の目的で利用するのは適切ではない場合があります。本レポートは、
Amer Sports Canada Inc. の一部門である Arc’teryx Equipment のみに向けて作成されたものです。

本レポートは、Amer Sports Canada Inc. の一部門である Arc’teryx Equipment が、同社の裁量に基づき、アークテリクス社の 2021 年気候変
動レポートにおいて全文を公開するものとし、本レポートに関連して発生する、同社以外の第三者に対する責任は一切負いません。

カナダ勅許職業会計士協会
ブリティッシュコロンビア州バンクーバー
2022 年 10 月 24 日
PricewaterhouseCoopers LLP

PricewaterhouseCoopers Place, 250 Howe Street, Suite 1400, Vancouver, British Columbia, Canada V6C 3S7

T：+1-604-806-7000、F：+1-604-806-7806、www.pwc.com/ca

「PwC」は、オンタリオの有限責任共同事業体、PricewaterhouseCoopers LLP のことを指します。

1 アークテリクスのウェブサイトの管理および完全性は、アークテリクスの責任です。PricewaterhouseCoopers LLP が実施した業務にはこうした事項は含まれておらず、従って、PricewaterhouseCoopers LLP は、報告した情報や基準がウェブサイトに掲示された後に変更が生じた場合でも、
それに関する責任を一切負わないものとします。
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お問合せ先
A R C T E R Y X . C O M  
@ A R C T E R Y X

            

写真および土地に関する認知の

ページ

FC	 Sḵwx̱wú7mesh の領土（カナダ、ブリティッシュコロンビア州）

01	 イタリア、サルデーニャ（左）、Wašišiw の領土（米国、ネバダ州 / カリフォルニア州）
（右上）、Tla-o-qui-aht Ha-Hoothlee の領土（カナダ、ブリティッシュコロンビ
ア州）（右下）

02	 Sḵwx̱wú7mesh の領土（カナダ、ブリティッシュコロンビア州）

03	 イタリア、サルデーニャ 

04	 Tla-o-qui-aht Ha-Hoothlee の領土（カナダ、ブリティッシュコロンビア州）

05	 Sḵwx̱wú7mesh の領土（カナダ、ブリティッシュコロンビア州）（左および右）、
Ute | Dine’ | Paiute | Goshute | Shoshone の領土（米国、ユタ州）（右下）

06	 xʷməθkʷəy̓əm | səl̓ilwətaʔɬ | Sḵwx̱wú7mesh の領土（カナダ、ブリティッシュ
コロンビア州）（右上および挿入画像）（Sḵwx̱wú7mesh の領土）（カナダ、ブ
リティッシュコロンビア州）（右下）

07	 イタリア、サルデーニャ 

08	 Sḵwx̱wú7mesh の領土（カナダ、ブリティッシュコロンビア州）

09	 kʷikʷəƛ̓əm | Katzie | Kwantlen の領土（カナダ、ブリティッシュコロンビア州）

10	 Syilx の領土（カナダ、ブリティッシュコロンビア州）（左） 

11	 Huron-Wendat の Nionwentsïo（カナダ、ケベック州）

BC	 Sḵwx̱wú7mesh の領土（カナダ、ブリティッシュコロンビア州）


